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ケニア・ワイルダーネスサファリ 
 

Dr. Andrews Cross 

                          

 

 先日，マダガスカル人ガイドのリチャードか

ら私の旅仲間  “ 萩さん  ” の近況を訊く e-mail が

届きました。  “ 萩さん  ” とは今年末にも南部ア

フリカを旅行する予定でいましたが，悲しいこ

とに胃がんのため，桜の花が咲く前に永久のひ

とり旅に発ってしまいました。そこで今回の

PURA VIDA TOURISM は哀悼の意をこめて，私

が  “ 萩さん  ” と知り合った 1993 年 12 月末のケ

ニア旅行にしました。また，今回の動物の写真

は “ 萩さん ” 御自慢の作品です。 

 本来スワヒリ語で  ｢  旅  ｣  を意味するサファリ

という言葉は，今では，探検，特に動物を観察

することを意味しています。その意味でのサフ

ァリを楽しむには，何と言ってもケニアとタン

ザニアが中心。アフリカの動物の半分近くは，

ケニアとタンザニアにいると言われているくら

いで，その種類も非常に多く，ライオンをはじ

めアフリカゾウ，キリン，シロサイ，チーター，

シマウマと数えたらきりがない程です。 

 

 

ケニアの観光ルートマップ 

 北アフリカをのぞいて，アフリカでいちばん

旅行者・観光客が多いのがケニアで，首都ナイ

ロビは東アフリカの玄関口の役割を果たしてい

ます。ナイロビは，その名がマサイ語で  ｢ 冷た

い水 ｣ を意味するように，海抜 1,700m の高原地

帯にあるため，年間を通して平均気温が 20℃程

度でいつ訪れても爽快な街。昔から，ヨーロッ

パとアフリカを結ぶ重要な拠点であったため，

街並は整然としたヨーロッパ調でたいへん美し

く，ここにはあらゆる種類のレストラン，本屋，

土産物屋，ショッピング・センター，各国の大

使館など何でもあります。また，ナイトライフ

も充実しており，たくさんのバーが下町エリア

に，｢  日本人倶楽部  ｣  近くにはカラオケ屋も，

そしてディスコは ｢ FLORIDA 2000 ｣ がもっとも

ポピュラー。 

 ナイロビからはサファリカーにて，ナイバシ

ャ湖，ナクル湖国立公園，アンボセリ国立公園，

アバーディア国立公園，マサイマラ国立保護区

を訪れました。 

 ケニア有数のバードウォッチングポイントと

して有名なナイバシャ湖は，大地溝帯(グレー

ト・リフト・ヴァレー)の中にある淡水湖で，

岸辺にはパピルスが繁茂し，夜になるとカバが

草を食べに湖から上がってきます。 

 フラミンゴが群生するナクル湖は，静かな森

に囲まれた国立公園。遠くからナクル湖をみる

と，時として湖面がピンク色に。そこだけが夕

日を浴びたかのような光景の正体は，何万羽と

いうフラミンゴがつくりだしているのです。 

 アフリカ最高峰のキリマンジャロが最も美し

く見えると言われるアンボセリ国立公園。だれ 
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 グレート・リフト・ヴァレーの雲海 
 

 フラミンゴが群生するナクル湖    
 

     キリマンジャロ山とアフリカゾウの群れ 
 

もがイメージするアフリカの姿にもっとも近い

のが，ここかもしれません。巨大なゾウの群れ

の住処であり，さまざまな野生動物がタンザニ

アとの間を行き来し，大自然のなかで暮らして

います。早朝と夕方にはサファリカーで迫力あ

るサファリ・ドライブを満喫。マサイ族はキリ

マンジャロをヌガイエ・ヌガイ(神の家)と呼ん

で仰ぎ見ています。標高 5,895m のキリマンジ

ャロ山は，火山としては世界最高峰。赤道直下

の氷河と万年雪は突き抜けるような青空に輝い 
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マサイ村訪問 

 

 
ロッジにいながら動物を観察できる “ ツリートップス ” 

 

ており，その堂々たる威容はまさしく “ 神の家 ”

と呼ぶに相応しいです。アンボセリ国立公園は，

かつてヘミングウェイが滞在し，｢  キリマンジ

ャロの雪  ｣ を執筆したことでも有名です。ここ

で  1994 年の初日の出を拝み，キリマンジャロ

の雄姿が水面に映るロッジのプールで初泳ぎを

してからマサイ村へお年始に行き，マサイ族の

生活の知恵を実感してきました。 

 アバーディア山脈に囲まれたケニア中部のア

バーディア国立公園は，標高 2,300m の高地に

位置しており，サバンナの多いケニアの国立公

園としては珍しく森林地帯にあります。ここで

は宿泊施設から動物を観察することができるの

で，他の国立公園とは一味違った野生動物のド

ラマを見られます。動物の観察小屋ともいうべ

き ｢ ツリートップス ｣ と ｢ ジ・アーク ｣ は，歴史

のあるホテル。｢  ツリートップス  ｣ は，“ 樹上  ”

を意識して作られた建物で，エリザベス女王も

宿泊したことがあります。ここでは，ホテル前

の水場，塩場に集まる動物をテラスから観察で

き，特に石室(半地下室)からは間近に動物の息

吹を感じられるので迫力満点。また，ホテルで

は夜間も動物の出現を教えてくれるので，通常

のサファリ・ドライブなどでは見ることのでき

ない夜行性の動物の生態が見られます。 

 ナイロビから南西に約 260km，タンザニアと

の国境地帯にあるマサイマラ国立保護区は，

400 万年前の太古の地球の姿を残すと言われ，

草原や疎林帯，沼沢地，川，丘陵などの変化に

富んだ地形が特徴的。また，野生動物の種類も

多く水辺にはインパラやウォーターバックなど

の草原動物，疎林帯ではゾウやキリン，バッフ

ァローが生息しています。そして，その頂点に

君臨するのが百獣の王ライオン。ここは，古く

から続く生態系のつながりを実感できる野生動

物の楽園なのです。保護区内では早朝と夕方に 
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 マサイマラ国立保護区のアミメキリンの群れ 
 

 水場に集まるアフリカゾウ         
 

 草原の貴公子，チーター          
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立派な鬣，百獣の王ライオン 

 

サファリカーで迫力あるサファリ・ドライブを

満喫できますが，いちばんのお勧めはバルーン

サファリです。バルーンで日の出を迎え，眼下

に朝日を浴びながらサバンナを散歩するライオ

ンの群を見ます。早朝のバルーンサファリを楽

しんだ後は，大草原でシャンパンを飲みながら

の朝食。広大なマサイマラ国立保護区でのサフ

ァリは何日あっても十分とは言えず，最終日は

後ろ髪を引かれつつも野生動物の宝庫をチェッ

クアウト。 

 標高 1,000m 赤道直下の日差しは，見るもの

すべてにクリアな立体感を与えます。だから鳥

も花も女たちのカラフルな衣装も，弾む動きと

ともに楽しいリズムのように目に飛び込んでき

ます。東アフリカの魅力は，人間と豊かな自然

が調和して創る，優しく暖かい温かい世界観。

土は肥えて水も豊富なこの地では，耕す人々も

牛を追う人も，そして野生動物も等しく満たさ

れているように映ります。遙かな谷を越えるコ

ーヒー畑，広大なバナナプランテーション，働

く女たちの歌声を聞きながらいくつかの市場を

過ぎ，いくつかの村を過ぎれば，そこに一面の

フラミンゴ。誰もが草を食む。マサイの青年が

何も見なかったかのように通り過ぎていきます。

すべてを包むブーケンビリアのように甘い空気，

突き抜ける青空，緑あふれる平原，陽炎の炎え

立つ赤土の道，そしてキリマンジャロの雪。ケ

ニアはどこまでも美しい。 

 ナイロビからはアエロフロートロシア航空で

空路モスクワへ。途中，エンジントラブルでイ

エメンのアデンに緊急着陸するというハプニン

グに遭い，モスクワからの代替機到着までアデ

ンのホテルで待機することになりました。ロビ

ーで不安げな顔している旅客たちを横目に，私

たちは追加のオプショナルツアーとばかりにア 

 

 眼下にはライオンの群れ“バルーンサファリ” 
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 ネギ坊主の形で知られる“聖ワシリー寺院” 

 

デンの街へと繰り出し，市内観光を楽しみまし

た。 

 翌日，アデンに到着した代替機でモスクワへ。

モスクワ到着後，まずは市内にあるトランジッ

トホテルに案内されチェックイン。一息ついて

からガイドと専用車でモスクワ市内の観光にで

かけました。古代スラブ語で美しい広場の意味

の  ｢  赤の広場  ｣  やロシアを代表するたまねぎ型

の屋根が特徴の  ｢  聖ワシリー寺院  ｣，クレムリ

ンなどを観光し，地下鉄にも乗りました。灼熱

のアフリカ(ケニア)および中東(アデン)から一

気に雪降るモスクワ，温度差には閉口しました。 

 読者の皆様，アフリカ大陸へ，その第一歩を

踏み出してみませんか。ケニアはアフリカ旅行

の第一歩をしるすにはいい国です。 

 

 “ 萩さん ”，黄泉でもよい旅を。 

 
 
 
 


